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第4章 ごみ広域処理施設の処理方式の検討 

4.1. 焼却処理方式の検討 

 処理方式選定の流れ 

処理方式の検討については、図 4-1 の流れで行います。選定では、1次選定と 2次選定の 2段

階で選定します。 

1 次選定では、受注実績や建設するプラントメーカーの動向等を踏まえて、本事業で検討すべき

処理方式を選定（本事業に相応しくない処理方式を除外）します。 

2 次選定では、事前に評価項目及び評価基準を設定し、プラントメーカーに処理技術のヒアリン

グを行い、具体的な点数化により優劣を明確にし、最終的な処理方式を選定します。 

処理方式の選定結果について、本事業で採用すべき処理方式として取りまとめます。 

 

 

図 4-1 処理方式の選定の流れ 

  

【 1次選定 】

① 本事業の対象となる処理方式を抽出

【 2次選定 】

① 評価項目と評価基準を設定

ヒアリング結果に基づいて処理方式の
優劣を評価し、処理方式を選定

処理方式の選定（第1回）

本事業で検討すべき処理方式を選定

処理方式の選定（第2回）

2次選定における評価項目と評価基準
を設定

処理方式の選定（第3回）

② 本事業で検討すべき処理方式を選定

② プラントメーカーへのヒアリング調査

③ ヒアリング調査に基づいて処理方式を
総合的に評価

本事業における処理方式の選定
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 処理方式の 1 次選定 

 本事業の対象となる処理方式の抽出 

 

ごみ焼却施設における標準的な処理フロー（最も採用事例の多いストーカ式の場合）は、図 

4-2 に示すとおりです。 

 

図 4-2 焼却処理における標準的な処理フロー（ストーカ式の場合） 
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可燃ごみは焼却処理で処理することが一般的でありますが、焼却処理の方式としては、焼却

方式、ガス化溶融方式が挙げられ、図 4-3 に示すとおり分類されます。 

焼却方式については、灰溶融施設（電気エネルギーやバーナーにより焼却灰を溶融する施設）

を併設するケースもありますが、近年は採用事例がありません。 

図 4-3 で分類される各処理方式の概要を比較表として表 4-1 及び表 4-2 に示します。 

 

 

図 4-3 焼却処理方式の分類 
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表 4-1 焼却方式における処理方式比較 

 
＊1：図の出展は（公社）全国都市清掃会議「ごみ処理施設整備の計画・設計要領」、「ごみ処理施設整備の計画・設計要領（2017 改訂版）」 
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表 4-2 ガス化溶融方式における処理方式比較 

 
＊1：図の出展は（公社）全国都市清掃会議「ごみ処理施設整備の計画・設計要領」、「ごみ処理施設整備の計画・設計要領（2017 改訂版）」 


